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巻頭

　新町建設計画事業仕分け
２

お知らせ

　第４回靉光記念北広島町児童生徒自画像展
４

まちの話題・きたひろネット

　乙九日炎の祭典・自主防災研修 ほか
６

お知らせ・連載

　国勢調査／過疎地域生活支援 ほか
８

お知らせ掲示板

　母子家庭支援／児童扶養手当 ほか
12

高原からの花便り

　足もとを彩る錦、コマユミ
16

　９月18日に豊平総合体育館でとよひら神楽共演大会が開催され、

日頃の努力の成果をどの神楽団も披露していました。暑さがようや

く一段落すると一気に気候も秋らしくなり、町内各地で神楽が舞わ

れています。この日も優勝した琴庄神楽団（新舞の部）・龍南神楽

団（旧舞の部）をはじめとする11の神楽団が観客を魅了していま

した。

祭りの季節　　　　　　  　　とよひら神楽競演大会



　他事業にて実施　      　  1 事業
　　計画事業費        550,000 千円
　　実施済額                    0 千円

⇒「夢・学びプラン及び学校
統廃合で整理」

　凍結（要検討）事業      19 事業
　　計画事業費        927,985 千円
　　実施済額             10,962 千円

　執行停止事業　 　　　  13 事業
　　計画事業費      1,074,100 千円
　　実施済額           179,723 千円

　実施又は実施予定事業   29 事業
　　計画事業費 　  2,958,836 千円
　　実施済額　 　  1,203,700 千円

　完了・初期の目的達成　20 事業
　　計画事業費        891,205 千円
　　実施済額         1,687,255 千円

　執行停止事業　　　   　13 事業
　　計画事業費      1,716,000 千円
　　実施済額　                 0 千円

　凍結（要検討）事業　   10 事業
　　計画事業費  　 2,427,000 千円
　　実施済額　　              0 千円

　実施又は実施予定事業     6 事業
　　計画事業費　   1,024,000 千円
　　実施済額　　   　 72,762 千円

新町建設計画事業仕分け対象事業 111 事業
　計画事業費　　115,569,126 千円
　実施済額　　　　3,154,402 千円

公開事業仕分け対象事業
　　　　　　　29 事業

計画事業費　5,167,000 千円
実施済額　 　　72,762 千円

公開事業仕分けの整理内容
を参考に町で決定　82 事業
計画事業費　6,402,126 千円
実施済額　　3,081,640 千円

8 月 21 日・22 日 に
実施しました。
くわしくは先月号

（10 月号）の広報紙
をご覧ください。

町で方針整理案を作成
しました。
これから、議会や地域
のみなさんと議論を重
ねながら整理します。

新町建設計画事
業
仕
分
け
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新
町
建
設
計
画
の
見
直
し

を
本
年
度
、
全
４
０
５

事
業
中
、
完
了
事
業
（
90
事

業
）、
道
路
及
び
公
共
事
業
等

（
１
７
３
事
業
）、
学
校
事
業

（
31
事
業
）
を
除
く
１
１
１
事

業
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
１
１
１
事
業
の
う
ち
29

事
業
に
つ
い
て
は
、８
月
21
日
・

22
日
の
２
日
間
、
公
開
事
業
仕

分
け
を
実
施
し
、
外
部
委
員
の

客
観
的
な
視
点
か
ら
様
々
な
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
残
り
の
82
事
業
に
つ

い
て
も
、
公
開
事
業
仕
分
け
に

お
け
る
外
部
委
員
の
整
理
内
容

等
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
事
業

を
５
つ
の
区
分
に
分
け
る
町
と

し
て
の
方
針
整
理
案
を
作
成
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
方
針
整
理

案
を
基
に
、
議
会
や
地
域
の
み

な
さ
ま
と
議
論
を
重
ね
る
中

で
、
新
町
建
設
計
画
の
方
向
性

を
整
理
し
て
い
き
ま
す
。
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１．完了・初期の目的を達成した事業（20 事業）

　【主な事業】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

２．実施又は実施予定事業（29 事業）

　【主な事業】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

３．凍結（要検討）事業（19 事業）

　【主な事業】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

４．執行停止事業（13 事業）

　【主な事業】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

５．他事業にて実施する事業（１事業）

　【主な事業】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

事業名 地区名 計画事業費 判断理由

新交通対策事業 全域 330,000 交通再編については終了

わさ源流公園整備事業 大朝 100,000 多目的広場整備事業として本年度実施予定

放課後児童クラブ 千代田 90,000 千代田地域には既に設置済み

児童館設置 （川迫） 千代田 80,000
平成 19 年度から放課後子ども教室を各地域に設置しており、 対
応済み

土地利用計画事業 全域 40,000 平成 22 年度完了

事業名 地区名 計画事業費 判断理由

基金 （地域振興基金） 全域 1,400,000
本基金の目的である地域の特色生かした地域づくりを図っていくた
めの財源確保のため実施予定とする

コミュニティ活動総合支援事業 全域 240,000 コミュニティ組織の育成 ・活動について引き続き支援をしていく

高規格救急車更新整備事業【10 台】 全域 237,000 緊急性も高いことから更新計画に沿って計画的に実施していく

水田畑地化整備事業 芸北 120,000 単県補助を活用して実施中の事業であり、 引き続き実施

消防自動車購入 5台 千代田 105,000
緊急性も高いことから、 引き続き実施。 設置箇所については、 車
両の老朽化 ・安全性の確保等勘案した上で決定する

事業名 地区名 計画事業費 判断理由

蔵迫地区公民館改築工事 千代田 240,000
地区公民館としての機能が十分発揮できるよう、 事業規模 ・ 整
備手法等について今後検討していく

介護利用型軽費老人ホーム （ケア
ハウス）

芸北 200,000
本町の介護保険事業計画との整合性を図りつつその必要性等に
ついて検討をしていく

中央公民館改修 豊平 112,500
豊平地区の公民館のあり方についての検討は必要であるが、 豊
平支所改修との整合性を図りながら実施について検討していく

大朝ＩＣ周辺整備事業 大朝 100,000
必要な改修等を見極めた上で、 これまでどおり維持 ・ 改修で対
応していく

簡易水道事業 大朝 100,000
当面は維持で対応し、 改修の必要性が出た場合、 計画上ある
基幹改修ではなく、 必要箇所の小規模改修を実施する

事業名 地区名 計画事業費 判断理由

火葬場統合整備事業 全域 500,000
火葬場の統合については執行停止とする。 現在の施設の延命を
図り、 限界が見えた時に改めて検討する

畦畔改良整備事業 芸北 200,000
農地保全という観点から既存の制度を踏まえた上で、 その必要性
等検討を行っていく

生活環境整備 （新庄保育所） 大朝 200,000
当面建替えは行わず、 必要に応じ改修 ・ 維持修繕を行い施設の
維持を図っていく

生活環境整備 （児童公園） 大朝 54,000
本町の次世代育成支援対策行動計画に基づき、 大朝地域にある
公民館、 大朝運動公園多目的広場等の施設を活用することで、
遊び場や交流の確保ができると考える

文化ホール施設改修 芸北 54,000
現状施設で利用可能であり、 緊急性はないと考える。 今後の整
備については、 必要に応じ維持 ・改修等で対応する

事業名 地区名 計画事業費 判断理由

屋内運動場整備 芸北 550,000 芸北中学校の改築計画 （H26 ～ 28 予定） に併せて整理

●公開事業仕分け対象外 82 事業　区分ごとの事業数及び主な事業
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「
靉
光
」（
本
名
石
村
日
郎
、
北
広
島

町
壬
生
出
身
）
は
、
昭
和
21
年
享
年
39

歳
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
後
に
輝
か
し

い
作
品
や
業
績
を
残
し
て
い
た
画
家
で

あ
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
日
本
近
代

絵
画
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
靉
光
の
数
少
な
い
作
品
の

中
で
も
３
枚
の
自
画
像
は
傑
作
と
言
わ

れ
、
日
本
美
術
界
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

「
靉
光
記
念
北
広
島
町
児
童
生
徒
自

画
像
展
」
は
、
そ
の
靉
光
を
記
念
し
児

童
生
徒
の
芸
術
文
化
の
向
上
を
目
的
に

開
催
し
、今
年
で
第
４
回
を
数
え
ま
す
。

関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
着

実
に
そ
の
成
果
は
目
に
見
え
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
審
査
員
は
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
１
千
３
７
５
人

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
美
和

小
学
校
４
年
生
白
七
海
さ
ん
が
靉
光
大

賞
に
輝
く
な
ど
、
50
名
の
児
童
生
徒
が

入
賞
し
、
10
月
９
日
に
千
代
田
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、
賞
状
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

審査員特別賞
土居　鈴音（八重東小３年）

北広島町教育長賞
山口　なるみ（八重東小２年）

北広島町長賞
岡崎　摩耶子（八重小５年）

靉光大賞
白　七海（美和小４年）

靉
光
大
賞  

に 

白し

ろ 

七な

な

み海 

さ
ん

第
４
回
靉
光
記
念
北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画
像
展
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A I - M I T S U   

優　

秀　

賞

和
田　

日
依
菜

（
新
庄
小
１
年
）

上
熊　

梨
央
奈

（
川
迫
小
２
年
）

岩
崎　

佑
亮

（
本
地
小
３
年
）

佐
々
木　

陽
尚

（
芸
北
小
４
年
）

品
川　

宏
太

（
八
重
小
５
年
）

上
長
者　

矢
穏

（
新
庄
小
６
年
）

木
船　

勇
輔

（
千
代
田
中
２
年
）

曽
利　

僚

（
大
朝
中
３
年
）

三
田　

彩
未

（
新
庄
高
２
年
）

佳　

作

若
三　

凛

（
本
地
小
１
年
）

森　

晟
花

（
豊
平
西
１
年
）

山
縣　

優
磨

（
八
重
小
２
年
）

冨
谷　

真
心

（
壬
生
小
２
年
）

工
藤　

良
太

（
壬
生
小
３
年
）

下
原　

知
紗

（
大
朝
小
３
年
）

宮
本　

優
里

（
美
和
小
４
年
）

斉
藤　

龍
哉

（
八
重
小
４
年
）

黒
川　

真
央

（
八
重
小
５
年
）

村
田　

真
司

（
八
重
小
５
年
）

竹
盛　

直
樹

（
南
方
小
６
年
）

梅
尾　

拓
也

（
本
地
小
６
年
）

小
田　

郁
美

（
大
朝
中
３
年
）

水
藤　

か
な
え

（
千
代
田
中
３
年
）

三
浦　

雄
平

（
芸
北
中
１
年
）

岡　

勇
樹

（
千
代
田
高
１
年
）

吉
田　

有
希

（
新
庄
高
１
年
）

■
審
査
員
講
評

自
分
し
か
描
け
な
い
個
性
豊
か
な
作
品
を

審
査
員　

立
川　

知
昭
（
新
構
造
社
会
員
）

　

靉
光
自
画
像
展
第
４
回
と
な
る
今
年

は
１
千
３
７
５
人
の
作
品
が
応
募
さ
れ

み
な
さ
ん
の
熱
意
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

低
学
年
の
皆
さ
ん
は
自
分
の
思
い
の

ま
ま
画
面
い
っ
ぱ
い
に
表
現
さ
れ
て
い

て
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。
自
分
の

個
性
を
大
切
に
こ
の
ま
ま
伸
び
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
年
の
み
な
さ
ん
は
ぬ
り
絵
で
は

な
く
筆
で
描
く
こ
と
、
そ
し
て
筆
跡あ

と

を

大
切
に
、
ま
た
色
は
画
面
に
置
く
つ
も

り
で
表
現
す
る
と
一
段
と
す
ば
ら
し
い

作
品
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
個

性
豊
か
な
筆
跡あ

と

の
残
る
絵
を
期
待
し
ま

す
。

　

高
学
年
の
み
な
さ
ん
は
技
術
も
大
切

で
す
が
自
画
像
は
似
顔
絵
や
肖
像
画
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
内
面
を
凝
視

し
一
本
一
本
の
線
の
描
写
の
中
に
現
在

を
、
将
来
を
ど
う
生
き
よ
う
と
し
て
い

る
自
分
な
の
か
…
、
意
思
を
主
張
と
し

た
作
品
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

応
募
者
の
み
な
さ
ん
そ
ろ
ぞ
れ
が
す

ば
ら
し
い
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。
来

年
こ
そ
「
自
分
し
か
描
け
な
い
」
個
性

豊
か
な
作
品
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

作品巡回展
　入賞作品の町内巡回展示会を、次
の日程で開催中です。子どもたちの
力作をご鑑賞ください。

○千代田中央公民館

　10 月９日（土）～ 10 月 24 日（日）
　午前 9 時～午後 7 時　日曜日は午後 5 時まで

○豊平中央公民館

　10 月 27 日（水）～ 11 月４日（木）
　午前 9 時～午後 5 時　休館日 10 月 31 日

○北広島町図書館

　11 月 10 日（水）～ 11 月 18 日（木）
　午前 9 時～午後 6 時　休館日 11 月 15 日

○芸北文化ホール

　11 月 24 日（水）～ 12 月２日（木）
　午前 9 時～午後 5 時

　
問い合わせ
　千代田中央公民館
　０８２６ - ７２ - ２２４９

子
ど
も
た
ち
の
作
品
が
会

場
で
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
場

へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

入　

選

西
田　

晴
香

（
川
迫
小
１
年
）

小
畑　

潤
弥

（
川
迫
小
１
年
）

和
泉　

晴
香

（
壬
生
小
１
年
）

富
田　

虎
太
郎

（
壬
生
小
２
年
）

岡
崎　

菜
緒

（
芸
北
小
２
年
）

小
野　

あ
ゆ
み

（
八
重
東
小
２
年
）

寺
部　

有

（
新
庄
小
３
年
）

竹
下　

明
里

（
本
地
小
３
年
）

松
村　

友
星

（
本
地
小
３
年
）

佐
伯　

未
来

（
新
庄
小
４
年
）

岩
本　

歩
生

（
新
庄
小
４
年
）

東
條　

鉄
平

（
八
幡
小
４
年
）

的
場　

紳
慈

（
八
重
小
５
年
）

大
本　

輝

（
八
重
小
５
年
）

山
﨑　

若
菜

（
八
重
小
５
年
）

山
田　

耕
平

（
壬
生
小
６
年
）

川
頭　

潤
也

（
新
庄
小
６
年
）

和
田　

紗
矢
花

（
新
庄
小
６
年
）

今
岡　

友
康

（
大
朝
中
３
年
）

東　

真
也

（
千
代
田
高
１
年
）
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甲冑に身を包んだ約 300 人の松明行列

自主防災研修の開催

土砂災害から身を守るための勉強会

　この度、都志見地区自主防災会（会長 勘坂 征

和さん）が、「北広島町土砂災害警戒マニュアル」

をテキストにして勉強会を開きました。町の防

災担当者から、まずは身近な危険箇所を知り、

前兆現象や気象情報に注意して、身近にある安

全な場所に、声をかけあって早めに避難するこ

とが大切との説明を受けました。勘坂会長は「年

に1回でもこうした勉強会を開くことが安心につ

ながる」と話しておられました。

防災担当者の話に熱心に耳をかたむける参加者たち

乙九日炎の祭典

芸北の夜を炎で染め上げる

　９月25日、芸北の雄鹿原地区で第18回乙九日

炎の祭典が行われました。ひろしま県民文化百

選にも選ばれている御神幸から始まり、神楽な

どのアトラクションで会場をわかしました。あ

たりが暗闇につつまれ、約300人の松明行列が

始まると、観客は甲
かっちゅう

冑 武者が持つ松
たいまつ

明が照ら

し出す風景に息をのみ、オーストラリアから訪

れていた教育旅行団も、澄み切った芸北の夜を

彩る炎に見入っていました。

きたひろネット追加サービス
きたひろネットの音声お知らせ端末や電話番号が２つ欲しい、

多チャンネル放送で、さらに色んな番組を見たい、

そんな時は、追加サービスをご利用ください。

○基本プランの追加サービス

　１．音声お知らせ端末（追加分）　600 円 / 月額 / １台（宅内工事は別途必要）

　２．加入者間無料電話（モデム追加）　1,200 円 / 月額 / １台（宅内工事は別途必要）

　　　番号発行手数料　800 円 / １回 / １番号

　　　構内交換機などを利用の場合は別途ご相談ください。

　３．ナンバーディスプレイ　420 円 / 月額 / １番号

○多チャンネル放送の追加サービス（ミニ・デラックスいずれかに加入が必要）

デジタルＷＯＷＯＷ 2,415 円 / 月額 / １台 Ｊ spo r t s  P l u s 1,365 円 / 月額 / １台

スターチャンネル・プラス・クラシック 2,100 円 / 月額 / １台 SPEED チャンネル 945 円 / 月額 / １台

衛星劇場 1,890 円 / 月額 / １台
グリーンチャンネル
グリーンチャンネル２

1,260 円 / 月額 / １台

東映チャンネル 1,575 円 / 月額 / １台

問　きたひろネットセンター　０５０- ５８１２- ７４４７（表示金額は税込）

�Public Relations Kitahiroshima
�010.11



　

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
千
代
田
中
学
校
の
学
校
給
食
を
９
月
９
日
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
給
食
開
始
に
伴
い
技
術
棟
を
改
修
し
、
２
４
０
席
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

千
代
田
中
学
校
の
給
食
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で

完
全
給
食
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
に
よ
り
、
食
に
対
す
る
学
習
を
一
層
深

め
る
と
と
も
に
、
健
康
な
体
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

１ ひとつの部屋でみん
な一緒に食べる給食。
２ 給食当番が協力して
食材を盛りつけました。
３ 豊平学校給食セン
ターから運ばれた初め
ての給食は、麦ごはん、
チンゲン菜とうずら卵
のスープ、タンドリー
チキン、ポテトサラダ。
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千
代
田
中
学
校
で
給
食
開
始
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
全
員
給
食

１

２

３



調
査
票
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

平
成
22
年
国
勢
調
査

　

国
勢
調
査
の
調
査
票
は
10
月
７
日
ま

で
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
今
回
の
国
勢
調
査

は
郵
送
で
も
調
査
票
を
提
出
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
郵
送

提
出
の
場
合
は
、
調
査
票
と
一
緒
に
お

配
り
し
た
郵
送
用
封
筒
に
封
入
の
上
、

切
手
を
貼
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
郵
便
ポ
ス

ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

再
訪
問
し
ま
す

　

調
査
票
未
提
出
の
世
帯
に
関
し
て

は
、
10
月
の
下
旬
に
再
度
ご
自
宅
へ
訪

問
し
て
、提
出
の
お
願
い
を
行
い
ま
す
。

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
を

　

公
的
機
関
を
装
っ
て
個
人
的
な
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
「
か
た
り
調
査
」

に
は
充
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
国

勢
調
査
で
金
品
を
要
求
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
な
ど

が
あ
れ
ば
、
一
旦
電
話
を
切
り
、
役
場

企
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
結
果

　

国
勢
調
査
の
調
査
結
果
は
、
冊
子
や

広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
順
次

公
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
広
島
の

統
計
」
は
過
去
の
国
勢
調
査
結
果
だ
け

で
は
な
く
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
や
学
校

基
本
調
査
な
ど
各
種
統
計
結
果
が
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

広
島
の
統
計

h
ttp

://to
u

k
e
i.p

re
f.h

iro
s
h
im

a
.

lg
.jp

/

問　

企
画
課
企
画
調
整
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

過
疎
地
域
生
活
支
援
配
送
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
の
開
始

　

広
島
県
で
は
、
今
後
の
施
策
に
役
立

て
る
た
め
、
日
々
の
買
い
物
や
ち
ょ
っ

と
し
た
お
手
伝
い
な
ど
、
毎
日
の
生
活

を
支
援
す
る
次
の
よ
う
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
段
階
的
に
実
証
実
験
と
し
て
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
届
け
サ
ー
ビ
ス

　

利
用
者
が
実
証
実
験
参
加
店
舗
で
購

入
さ
れ
た
商
品
を
店
舗
か
ら
ご
自
宅
な

ど
へ
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
お
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス

　

お
買
い
物
に
出
か
け
る
こ
と
が
困
難

な
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
電
話
な
ど

で
の
依
頼
に
よ
り
、
実
証
実
験
参
加
店

舗
で
の
お
買
い
物
を
代
行
し
、
ご
自
宅

な
ど
へ
お
届
け
し
ま
す
。

○
お
手
伝
い
サ
ー
ビ
ス

　

ち
ょ
っ
と
し
た
用
事（
家
具
の
組
立
、

掃
除
な
ど
専
門
知
識
や
専
門
用
具
の
必

要
の
な
い
も
の
）
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

○
弁
当
宅
配
サ
ー
ビ
ス

　

ご
自
宅
な
ど
へ
弁
当
を
お
届
け
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
定
期
的
に
お
届
け
す

る
こ
と
で
安
否
確
認
も
で
き
ま
す
。

○
ロ
ッ
カ
ー
を
使
用
し
た
集
荷
・
配
送

サ
ー
ビ
ス

　

人
の
集
ま
る
場
所
に
ロ
ッ
カ
ー
を
設

置
し
、
配
送
な
ど
の
荷
物
の
受
け
渡
し

場
所
と
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
試

み
で
す
。

※
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
は
、
事
業
受

託
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
　

広
島
県
企
画
振
興
局
過
疎
対
策
課　

　


０
８
２ - 

５
１
３ - 

２
６
３
２

　

企
画
課
企
画
調
整
係

☎


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
８
５
６

実
施
主
体
（
事
業
受
託
者
）

　

ブ
ラ
ウ
ニ
ー
株
式
会
社

☎


０
８
２ - 

２
６
４ - 

２
０
９
５

サ
ー
ビ
ス
提
供
期
間

　

平
成
22
年
10
月
中
旬
～

　

平
成
23
年
３
月
中
旬

暮
ら
し
の
中
の 　
　
　

こ
と 

お
手
伝
い
し
ま
す

困
っ
た

広告
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過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
伴
い
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
過
疎
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
「
北
広
島
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
（
平
成
22
年
度
～
平
成
27
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
課
企
画
調
整
係　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
８
５
６

施策の区分 概算事業費 主な施策

産業の振興 4,265,044 千円
・道の駅第２期整備事業
・きたひろしまバザール
・スキー場再生プロジェクト

交通通信体系の整
備、情報化及び地
域間交流の促進

8,674,500 千円
・町道等整備事業
・きたひろネットサービス事業
・バス運行事業

生活環境の整備 6,552,616 千円
・公共下水道事業等
・公営住宅建替事業
・若者定住促進住宅建設事業

高齢者等の保健及
び福祉の向上及び
増進

584,952 千円
・ファミリー・サポート・センター　

開設事業

医療の確保 206,390 千円
・高規格救急車更新整備事業
・救急医療確保事業

教育の振興 5,579,740 千円
・統合小学校校舎等整備事業
・学校給食施設整備事業

地域文化の振興等 127,500 千円
・世界無形文化遺産継承活用事業
・史跡吉川氏城館跡活用事業

その他 242,450 千円・国土調査事業

合計 26,233,192 千円

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
策
定

　

年
末
調
整
の
説
明
会
を
11
月
に
開
催
し
ま
す
。
北
広
島
町
や
安
芸
太
田
町
、
広
島

市
で
行
い
ま
す
。
ど
の
会
場
へ
出
席
さ
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
都
合
の
良
い

会
場
へ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
北
税
務
署　


０
８
２ - 

８
１
４ - 

２
１
１
１ 

平
成
22
年
年
末
調
整
説
明
会

問

開催日 開催時間 開催場所

11 月 19 日（金） 午後１時 30 分
　～３時 30 分

川・森・文化・交流センター
（エコ学習室）
安芸太田町大字加計 5908-2

11 月 24 日（水）

午前 10 時
　～ 12 時

午後１時 30 分
　～３時 30 分

安佐北区民文化センター
（大ホール）
広島市安佐北区可部 7-28-25

11 月 25 日（木）

午前 10 時
　～ 12 時

午後１時 30 分
　～３時 30 分

安佐南区民文化センター
（大ホール）
広島市安佐南区中筋 1-22-17

11 月 26 日（金） 午後１時 30 分
　～３時 30 分

千代田中央公民館
（大会議室）
北広島町有田 1220-1

問
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Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119
IP050-5812-1119

住
宅
用
火
災
警
報
器
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す

住宅用火災警報器 , 設置家の火災事例
設置済みの家では、大きな火災にならなかった事例が報告されてきています。

平
成
22
年

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

暖
房
機
器
の
使
用
に
よ
り
火
災
の

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
悲
惨
な
事

故
を
無
く
す
た
め
、
全
国
統
一
防
火
標

語
【「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る

　

合
言
葉
】
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
11
月
９
日
か
ら
11
月

15
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
防
火
意
識
を
持
ち
、
火
災
の
な
い

明
る
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

居住者が２階の寝室に石油ストーブをつけたまま、１階の食堂でテレビを見てい

たところ、階段に設置していた住宅用火災警報器が鳴動しました。２階を確認し

たところ、寝室の石油ストーブの上に落下した洗濯物が燃えているのを発見しま

した。すぐに１１９番通報し、隣に助けを求めて事なきを得ました。実際にあっ

た福島県での事例です。

設置済みの皆様へ
住宅用火災警報器は、定期的に点検してください。
試験の紐を引くか、試験ボタンを押して鳴動するか
を確認しましょう。

11
月
９
日
は
、
119
番
の
日
正
確
な
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
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肝
臓
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う

　

田
原
に
お
住
ま
い
の
小
下
春
義
さ

ん
は
、
大
正
６
年
生
ま
れ
の
93
歳
で

す
。

　

高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
市
内
に

丁
稚
奉
公
に
行
か
れ
た
後
、
昭
和
20

年
６
月
に
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
新
婚

時
代
は
、
臨
時
徴
集
や
八
千
代
の
飛

行
場
づ
く
り
と
、
家
に
い
る
こ
と
も

な
く
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
後
は
、

山
仕
事
と
農
業
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
、

山
仕
事
は
持
ち
山
５
町
を
長
い
年
月

を
か
け
て
手
入
れ
さ
れ
、
山
と
と
も

に
人
生
が
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
ぐ

ら
い
、
こ
よ
な
く
山
を
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。
植
林
も
松
か
ら
杉
に
、
そ
し

て
落
葉
松
、
杉
、
檜
と
移
り
変
わ
っ

た
こ
と
を
聞
き
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。

　

小
下
さ
ん
の
元
気
の
秘
訣
は
、
自

分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
規
則
正
し

い
生
活(

晩
酌
は
１
合
、
朝
の
牛
乳

も
１
合
、
腹
６
分
目
で
食
べ
る)

を

送
る
こ
と
と
、
で
き
ん
こ
と
は
、
く

よ
く
よ
せ
ず
に
、「
今
日
一
日
」
と

生
き
て
い
く
こ
と
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
今
で
も
、
大
朝
ま
で
自
転
車
で

出
か
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
お
元
気
で
す
。

　

（
取
材
／
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
）

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん
！

～ 

元
気
の
秘
け
つ
は
何
？ 

～

　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
は
、
国
内
に
３
０
０
万
人
以
上
と
も

推
定
さ
れ
、
肝
炎
は
国
内
最
大
級
の
慢

性
感
染
症
と
言
わ
れ
る
ほ
ど「
身
近
な
」

病
気
で
す
。
肝
炎
は
、
自
覚
症
状
が
現

れ
に
く
く
、「
身
体
が
だ
る
い
」
と
気

付
い
て
か
ら
で
は
、
重
症
化
し
て
い
る

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
症
状
が
軽
い
う
ち
に
治
療

す
れ
ば
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
と
い
っ
た

重
い
病
気
を
防
い
だ
り
、
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

○
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
　

一
生
に
一
度
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

症
状
が
な
く
て
も
、
感
染
を
早
期

に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
、
非
常
に
重
要
で
す
。
ま
ず

は
、
か
か
り
つ
け
医
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
医
療
費
助
成

　
　

早
期
か
つ
、
適
切
な
治
療
を
推
進

す
る
た
め
、
医
療
費
に
対
す
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
助
成
事
業

が
あ
り
ま
す
。　

○
正
し
い
知
識
を

　
　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
正
し
い
知
識

を
持
っ
て
、
常
識
的
な
注
意
事
項
を

守
れ
ば
、
日
常
生
活
で
感
染
す
る
こ

と
は
、
ま
ず
、
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
「
肝
炎
」
と
い

う
病
気
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
、
新
た
な
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

又
感
染
者
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
も
と
て

も
大
切
で
す
。

ま
め
マ
メ
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
紹
介

　

夏
休
み
に
小
中
学
生
に
募
集
し
た

「
ま
め
マ
メ
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
の
優
秀

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

最
優
秀
作
品

八
重
小
学
校
５
年　

坂
本　

直
優　

君

　

「
一
番
工
夫
し
た
と
こ
ろ
は
米
粒
で

す
。
た
く
さ
ん
の
米
粒
を
丁
寧
に
書
き

ま
し
た
。
朝
ご
は
ん
は
毎
日
食
べ
て
い

ま
す
。」

肝炎講演会・個人相談会のご案内

日時：平成 �� 年 11 月 �1 日（日）

　　　午後１時 �0 分～３時 �0 分

場所：北広島町図書館

講師：広島大学病院

　　　　消化器・代謝内科

　　　　　川上 由育 先生

演題：肝炎について正しく知ろう

主催：『輝く』Ｃ型肝炎友の会

　　　北広島町
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■
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事
業

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し

て
、
就
業
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す

る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

金
事
業

　

就
職
の
た
め
に
必
要
な
能
力
開
発
に

取
り
組
む
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を
支

援
す
る
た
め
、
本
事
業
が
対
象
と
す
る

教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
た
方
に
対
し

て
、受
講
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
母
子
家
庭

の
お
母
さ
ん
（
給
付
要
件
有
）

支
給
額

教
育
訓
練
の
受
講
の
た
め
に
本
人

が
支
払
っ
た
費
用
の
20
％
に
相
当

す
る
額
（
た
だ
し
、
そ
の
20
％
に
相

当
す
る
額
が
10
万
円
を
超
え
る
場

合
は
10
万
円
と
し
、
４
千
円
を
超
え

な
い
場
合
は
対
象
外
）

◎
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業

　

就
職
に
有
利
で
生
活
の
安
定
に
つ
な

が
る
資
格
の
取
得
に
取
り
組
む
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
養

成
訓
練
の
受
講
期
間
に
つ
い
て
、
生
活

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
高
等
技
能

訓
練
促
進
費
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、

修
業
期
間
終
了
後
に
入
学
支
援
修
了
一

時
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
（
給
付
要
件
有
）

対
象
資
格

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

支
給
額
、
支
給
期
間

　

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

月
額

　

14
万
１
千
円
（
町
民
税
非
課
税
世
帯
）

７
万
５
０
０
円
（
町
民
税
課
税
世
帯
）

　

修
業
期
間
の
全
期
間
支
給
す
る
。（
た

だ
し
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
入

学
し
た
方
に
限
る
）

　

入
学
支
援
修
了
一
時
金

　

５
万
円　

（
町
民
税
非
課
税
世
帯
）

　

２
万
５
千
円
（
町
民
税
課
税
世
帯
）

　

給
付
要
件
な
ど
、
く
わ
し
く
は
福
祉

課
子
育
て
支
援
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
母
子
家
庭
寡
婦
・
法
律
相
談
開
催

　

母
子
家
庭
な
ど
の
悩
み
を
受
け
付
け

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
　

平
成
22
年
11
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

会
場　
　

北
広
島
町
役
場
本
庁
会
議
室

対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦

◎
母
子
家
庭
・
寡
婦
の
方
の
た
め
の
『
一

日
総
合
相
談
会
』

　

就
職
問
題
や
職
場
の
人
間
関
係
、
養

育
費
な
ど
、
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
を
取

り
巻
く
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
就
業
支

援
員
、
就
業
相
談
員
が
、
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◎
法
テ
ラ
ス
広
島
「
巡
回
相
談
会
」

　

民
事
法
律
扶
助
制
度
を
利
用
し
た
無

料
法
律
相
談
会
「
巡
回
相
談
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
民
事
・
家
事
に
関
す
る

法
律
問
題
（
借
金
返
済
・
養
育
費
請
求
・

離
婚
前
の
相
談
な
ど
）
に
つ
い
て
、
経

験
豊
か
な
弁
護
士
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
相
談
は
、
予
約
制
で
す
。
法
律
相
談

は
収
入
に
関
す
る
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
広
島
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
会
の
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

問　

広
島
県
母
子
家
庭
等
・
就
業
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

　


０
８
２
‐
２
４
９
‐
７
１
４
９

■
父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
８
月
１
日
か

ら
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
に
も
児
童
扶

養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要
で
す
。

　

必
要
書
類
、
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
役
場
福
祉
課
・
各
支
所
自

治
振
興
課
に
ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

８
月
ま
で
に
す
で
に
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方
で
、
平
成
22
年
11
月
30
日
ま

で
に
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
８
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
月
の

翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。
初
回

の
手
当
振
込
は
12
月
に
な
り
ま
す
。

問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１
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悪質訪問販売

お断りステッカー

をご利用ください

費者トラブル

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）

　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０５０ - ５８１２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

Stop 消

悪質訪問販売お断りステッカー

　悪質訪問販売お断りステッカーは北広

島町の「安心・安全な消費生活を守るた

め」のステッカーです。

　法律では、断っているにもかかわら

ず、それを無視して勧誘を続ける行為を

禁止しています。いらないものははっき

りと「いらない！」と断りましょう。な

んとなく断りづらいからと曖昧な理由で

契約してしまうと、後々もっとめんどう

なトラブルに巻き込まれる可能性もあり

ます。

　ステッカーは役場本庁または各支所窓

口に用意していますので、ぜひご利用く

ださい。

  もし、強引な勧誘を断り切れずに困っ

ているなどありましたら、お早めに消費

生活相談室へご相談ください。

■
障
害
の
あ
る
人
を
支
援
す
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て

　

北
広
島
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
の

生
育
暦
や
ケ
ア
の
方
法
な
ど
を
乳
幼
児

期
か
ら
成
人
期
に
至
る
ま
で
継
続
し
て

記
録
整
理
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
記
録
の
整
理
と

と
も
に
、
学
校
、
医
療
機
関
等
と
の
連

絡
に
活
用
で
き
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ

イ
ル
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課
福
祉
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」
で
す

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
介
護
に
対
す
る

理
解
を
も
と
め
、
地
域
社
会
で
の
支
え

あ
い
や
交
流
の
促
進
を
目
的
と
し
介
護

の
日
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、
あ
っ

た
か
介
護
あ
り
が
と
う
」
を
念
頭
に
、

「
い
い
日
、
い
い
日
」
を
11
月
11
日
と

か
け
た
、
覚
え
や
す
く
親
し
み
や
す
い

語
呂
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
11
月
４
日
か
ら
２
週
間
「
福

祉
人
材
確
保
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
的
に

イ
ベ
ン
ト
や
啓
発
が
取
り
組
ま
れ
ま

す
。

問　

保
健
課
介
護
保
険
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　

(

心
の
健
康
相
談
会)

　

憂
う
つ
な
気
分
が
続
い
て
い
る
、
わ

け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す

る
、
よ
く
眠
れ
な
い
な
ど
で
、
心
配
や

不
安
な
方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
程

　

11
月
18
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

　

相
談
は
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
ご
家
族
だ
け
の
相
談
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

会
場

　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

問　

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　


０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
１

アザレアからのお知らせ

☆ 第５回アザレアみんなのまつり開催 ☆
１０月３０日　土曜日　（少雨　決行）　８：３０より

アザレアセラミック湯　無料開放　１１：００～１9：００

少年サッカーの大会を中心に（マーチングバンド演奏等）

昼食は５００円　アザレアカレーセット（サラダ食べ放題付）

アザレア千代田・千代田運動公園
　　  お問い合わせ ０８２６‐７２‐７５００

広告
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■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

北
広
島
町
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
株
を
含
む
３
価
ワ
ク
チ
ン
と
な
り
ま

す
。

対
象
者

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
町
民
の
方

実
施
期
間

　

平
成
22
年
10
月
１
日
～
12
月
31
日

接
種
医
療
機
関

広
島
県
広
域
化
予
防
接
種
事
業
に

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

接
種
費
用

実
施
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い

◎
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

　

高
齢
者
等
は
自
己
負
担
額
１
千
円

で
、
町
県
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
で
き
ま
す
。

高
齢
者
等
対
象
者

　

①
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
20
年
12
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す

る
身
体
障
害
者
１
級
の
方

※
対
象
者
の
方
に
は
、
予
防
接
種
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
「
町

県
民
税
非
課
税
証
明
書
」、
生
活
保
護

世
帯
の
方
は
「
被
保
護
者
証
明
書
」
を

お
持
ち
の
上
、
接
種
前
に
保
健
課
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
で
下
さ

い
。
申
請
に
よ
り
予
防
接
種
券
を
交
付

し
ま
す
。

問　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

■
追
加
健
康
診
査
の
ご
案
内

　

北
広
島
町
国
保
被
保
険
者
の
方
で
、

今
年
度
健
康
診
査
を
受
け
て
お
ら
れ
な

い
方
を
対
象
に
追
加
健
診
を
行
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
健
診
を
受
け
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

日
時

　

平
成
22
年
11
月
24
日
（
水
）
25
日
（
木
）

受
付
時
間

　

午
前
８
時
～
10
時
30
分

検
診
項
目

　

特
定
健
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
及

び
、
が
ん
検
診

検
診
料
金

　

個
人
負
担
金
が
必
要

会
場

　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

対
象
者

　

北
広
島
町
国
保
被
保
険
者
（
た
だ
し
、

40
歳
～
74
歳
の
方
）

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
申
し
込

ま
れ
た
方
に
、
健
診
の
容
器
・
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

問　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

■
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

平
成
17
年
５
月
30
日
か
ら
、
厚
生
労

働
省
か
ら
の
勧
告
に
よ
り
、
接
種
の
積

極
的
勧
奨
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
日
本

脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
新

ワ
ク
チ
ン
の
承
認
等
を
受
け
、
平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
第
１
期
に
つ
い
て
接

種
勧
奨
が
、
８
月
27
日
か
ら
は
第
１
期

の
接
種
を
逃
し
た
お
子
さ
ん
（
９
歳
～

13
歳
未
満
）
第
２
期
に
つ
い
て
も
接
種

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
に
あ
た
る

方
は
、
期
間
内
に
早
め
に
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

第
２
期
対
象
者

９
歳
～
13
歳
未
満

接
種
医
療
機
関

広
島
県
広
域
化
予
防
接
種
事
業
に
加

入
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
ワ
ク

チ
ン
接
種
券
を
役
場
保
健
課
又
は
各

保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
ま
す
。
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

■
食
育
講
演
会

　

子
ど
も
が
作
る
「
弁
当
の
日
」
を
実

践
さ
れ
た
香
川
県
の
綾
川
町
立
綾
上
中

学
校
元
校
長
、
竹
下
和
男
さ
ん
を
迎
え

て
食
育
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

平
成
22
年
11
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

会
場　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

演
題　

「
食
が
生
み
出
す
家
族
の
絆
」

講
師　

竹
下
和
男
さ
ん

問　

北
広
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
事
務
局
（
保
健
課
）

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

　
■
人
権
講
演
会

　

広
島
県
の
大
学
で
学
ぶ
学
生
た
ち

が
、
沖
縄
戦
の
跡
地
を
自
分
た
ち
の
足

で
巡
っ
た
経
験
を
、
そ
の
様
子
を
記
録

し
た
映
像
と
と
も
に
語
り
ま
す
。

日
時　

平
成
22
年
11
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
前
11
時
30
分
～

会
場　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

演
題　

「
ヒ
ロ
シ
マ
と
オ
キ
ナ
ワ
か
ら

　
　
　

学
ぶ
も
の
」

問　

人
権
セ
ン
タ
ー

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
５
０
２
０
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保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ



11 月11日～ 17 日は「税を考える週間」です

テーマ「ＩＴ化・国際化と税」

国税庁ホームページに「特集ページ」を開設します

くわしくは　　　　　　で検索！　www.nta.go.jp 

問　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　    ０５０‐５８１２‐１８５６
　   ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

10 月５日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

医療法人 明和会 介護支援専門員、看護師（正・准）

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）、介護職

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理師・清掃・接客・配膳

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師・介護職員

北広島町豊平病院 薬剤師

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

今井運送 株式会社 大型ウイング運転手

新広島ヤクルト販売株式会社 千代田センター 食品販売

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 ホール・調理・厨房スタッフ

へんぽこ茶屋 移動販売車での実演販売

八剣伝 千代田店 接客業

中国木材 株式会社 製材加工要員

㈱ジャパン・エンジニアリング・ワークス 溶接職

広島北ホテル
レストラン（調理補助・ホール）

ホテルフロント・バーテンダー

株式会社大上自動車工業 千代田工場 電装工・塗装工

株式会社タック 交通誘導警備員

㈱タカキベーカリー千代田工場 物流・製造・包装・印字・計量等

ガスト広島千代田店 接客・調理等

株式会社 玉屋金属 プレス工

株式会社 ひろし本店 調理補助・配達

太田川森林組合 造林夫

美和運送 株式会社 運送業

有限会社 カーステーション織田 一般事務・自動車整備士

Excel そり（デオデオ大朝店 ) 電気工事

有限会社 ハタヤ 千代田工場 印刷業

株式会社 ダイケン 広島支社 ホテル客室清掃・供用部屋清掃

エコートレーディング株式会社 広島支店 卸売業

株式会社　熊平製作所 技能職

焼肉 河九 調理

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

道

◆あれだけ暑かった日々が過ぎ、朝晩に

は肌寒さを感じるまでになってきました。

祭事が多く、毎週末何かしらのイベント

が行われている季節です。運動会や文化

祭、各種秋祭りなどなど、楽しんでおら

れるでしょうか。表紙はとよひら神楽競

演大会で舞われた今吉田神楽団「壇ノ浦」

の一幕です。演じているのは現役の高校

生とのことで、若い世代にきちんと伝統

芸能が引き継がれているようです。

［８月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,368 人 （－ 25）

    男 9,759 人 （＋３）

    女 10,609 人 （－ 28）

    世帯数 8,329 世帯 （０）

>>> Energy saving 省エネのススメ

>>> Population 人口と世帯

>>> Editor's postscript 編集後記

ぼくたちは

地球をまもる

責任者

人情報コーナー求>>> \\\ 納期限

11 月１日（月）

●町県民税［３期］
●国民健康保険税［５期］
●後期高齢者医療保険料［４期］

11 月 30 日（火）

●固定資産税［４期］
●国民健康保険税［６期］
●後期高齢者医療保険料［５期］

国税庁
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高原からの花便り　№69

　

毎
朝
の
寒
が
日
に
日
に
厳
し
く
な
る
と
、
そ

れ
に
応
え
る
よ
う
に
木
々
は
一
つ
ま
た
一
つ
と

葉
の
色
を
変
え
て
ゆ
き
ま
す
。
紅こ

う
よ
う葉

と
い
え
ば

カ
エ
デ
の
仲
間
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
び
ま
す

が
、
カ
エ
デ
以
外
に
も
美
し
く
山
を
彩
る
木
々

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
コ
マ
ユ
ミ
で
す
。

　

コ
マ
ユ
ミ
は
落
葉
性
の
低
木
で
、
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
の
落
葉
樹
林
帯
に
分
布
し
て
い
ま

す
。
道
路
沿
い
や
湿
原
の
周
り
な
ど
、
八
幡
高

原
で
は
や
や
湿
っ
た
よ
う
な
場
所
で
よ
く
見
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
葉
に
は
小
さ
な
鋸き

ょ

し歯
が

あ
っ
て
や
や
厚
く
、
対
生
し
ま
す
。
新
し
い
枝

は
緑
色
を
し
て
お
り
、
小
さ
な
葉
が
並
ん
で
い

る
様
子
に
は
、
均
整
の
取
れ
た
印
象
を
受
け
ま

す
。

　

花
は
梅
雨
を
迎
え
る
前
に
咲
き
ま
す
。
同
じ

こ
ろ
に
咲
き
誇
る
カ
キ
ツ
バ
タ
の
よ
う
な
華
や

か
さ
は
無
く
、
む
し
ろ
ひ
っ
そ
り
と
地
味
に
咲

い
て
い
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の
花
は
か
わ
い
い

形
を
し
て
い
ま
す
。
「
花か

ば

ん盤
」
と
呼
ば
れ
る
肉

厚
の
器
官
の
４
方
に
花
弁
が
付
い
て
い
ま
す
。

雄
し
べ
は
と
て
も
小
さ
く
て
４
つ
あ
り
、
こ
れ

も
小
さ
な
雌
し
べ
と
と
も
に
花
盤
に
乗
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
花
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
る
と
、

コ
マ
ユ
ミ
の
新
し
い
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
花
を
付
け
た
個
体
な
ど

は
、
細
か
く
細
工
さ
れ
た
作
品
を
観
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

コ
マ
ユ
ミ
は
、
庭
木
な
ど
に
使
わ
れ
る
ニ
シ

キ
ギ
と
同
じ
仲
間
で
す
。
枝
か
ら
張
り
出
し
た

翼よ
く

が
あ
る
も
の
を
ニ
シ
キ
ギ
、
無
い
も
の
を
コ

マ
ユ
ミ
と
呼
び
、
両
者
は
同
じ
種
類
の
植
物
な

の
で
、
葉
の
形
や
付
き
方
、
花
の
姿
な
ど
に
は

違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
錦に

し
き
ぎ木

が
、
そ
の
名
前
の

と
お
り
見
事
に
色
付
く
よ
う
に
、
コ
マ
ユ
ミ
も

秋
に
は
美
し
く
紅
葉
し
ま
す
。

　

端
正
な
青
葉
と
鮮
や
か
な
紅
葉
、
目
立
た
な

い
花
の
姿
は
カ
エ
デ
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
秋
、
八
幡
高
原
を
歩
か
れ
る
時

に
は
、
頭
の
う
え
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
足
下
の

錦
に
も
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
11 月
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足もとを彩る錦、
コマユミ


